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おうちやくちか

●横着して､すぐ近くに
おうだんほどうわた

ある横断歩道を渡らな
じこあ

かったために事故に遭
こうれいしゃすく

った高齢者が少なくあ

りません｡
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から横断すると､運転者から発見されにくく､非常にl
きけん

危険です｡
ふきんおうだんほどうしんこうき

: ★付近に横断歩道や信号機
ぱあいさゆうみ

がない場合は､左右の見
とおよぽしよえら

通しが良い場所を選んで
わた

渡りましょう｡
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め

-目でみわける
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同じ｢みる｣でも､いろんな｢みる｣があり､
ぱめんつかわたいせつ

場面によって｢みる｣を使い分けることが大切です

森から｢砂孟

きみ

-気をつけて見る

●軍は警備蓮岸が巌貞転ので､逼り貼めてすぐは､岩

からやってきた軍にはねられる危段があります｡

み

晒こち｢覧剖
みひろみ

-鬼わたす､広く見る

●高齢者の畠蕗鏡餅等の克巳童鼓の
たいはん　　　　　おうだんこうはん　　ひだり　　　　　　　　　くるま

大半は､横断後半に左からきた車

にはねられたものです｡

●また､筈倍音で鏡餅帯に､右･左
せつしゃじこすく

折車にはねられる事故も少なくあ

りません｡
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ちかくるまき

●近づいてくる辛に気づい
わT=

ていながら､ ｢まだ渡れ

る-･｣､博のほうが丘ま
わたはじ

ってくれる-｣と渡り始
じこあ

めて事故に遭うケースが
すく

少なくありません｡



通り慣れた道路でも･･･湖
とお

な　　　　　　　　どう　う

とお

車が通り

●是り去った軍の琶嶺から
おうだんほこうしやたいこう

横断する歩行者は､対向
しゃみおきけん

車から見落とされる危険

があります｡

こうれいしゃほこうちゆうし

●高齢者が歩行中に死

宿した事故の大半は､
じ　　こ　　　　たい　はん

こうれいしゃじたく

その高齢者の自宅から
いないどう

500メートル以内の道
ろはっせい

路で発生しています｡
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:竃義軍いすは､道路交通法では｢歩行者｣とみなされますが､操作方法や乗り:
どう　ろ　こうつうほう　　　　　　　ほ　こう　しゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そう　さ　ほうほう　　　の

:芽によっては危険な乗り物になりますので､以下のことを実践しましょう｡
き　けん　　　の　　　もの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　か　　　　　　　　　　　じつせん

そうさなひろばしよれんしゆう

*操作に慣れるまでは広い場所で練習しましょう
かならほどうとお

●必ず歩道を通りましょう
■　　　　　　　　　　　ほ　どう　　　しやとう　　　く　ぶん　　　　　　　　とう　ろ

l　　　※歩道と車道の区分がない道路では

蓮畠の箸蔵を蓮汚しましょう
しゆう　い　　　　rま　こう　しゃ　　　　　　　　　き　く煤

尊周囲の歩行者などに気配りしましょう
やかんくるまおお

○夜間や､車の多いところでの

:　絹は轟けましょう
さ

○パックはできるだけ避けましょう
ふたりのぜったい

●二人乗りは絶対にやめましょう



軍のライトは基芹岩や占義
しゃあか

幸からはまぶしいほど明る
みくるま

く見えますが､車のドライ
ほこうしやじてんしゃ

バーからは歩行者や自転車
み

があまり見えていません｡
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